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春季消防検閲春季消防検閲
4 月 29 日（木）、磐梯町消防団春季検閲が実施されました。
点検を行い、万全の消防体制を確認しました。

今月の町勢

平成 22 年５月１日現在

■世帯数　１，２１５世帯

■人口　　　３，９０１人

　　男　　　１，８９５人

　　女　　　２，００６人

■転入　１５人／転出　　４人

■出生　　４人／死亡　　３人

発行／耶麻郡磐梯町　　　編集／磐梯町政策課　　　TEL0242（74）1221
ホームページアドレス http://www1.town.bandai.fukushima.jp 　Email:bandai@town.bandai.fukushima.jp
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既存
駅舎

既存地下通路 新設地下通路

西口 東口
新設地下
通路出入口

地下通路の延伸

駅
ホーム

完成した自由通路を歩く式典出席者

自由通路横断イメージ図

関係者によるテープカットで完成を祝いました

駅
の
東
西
を
結
ぶ
通
路
に
よ
り

安
全
性
と
利
便
性
が
大
い
に
向
上

　

４
月
12
日
（
月
）、
磐
梯
町

駅
東
口
前（
町
内
東
松
山
地
内
）

に
お
い
て
「
磐
梯
町
駅
自
由
通

路
開
通
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
関
係
者
な
ど
約

90
名
が
出
席
し
、
町
長
が
「
駅

の
東
西
を
結
ぶ
自
由
通
路
の

整
備
は
利
用
者
の
悲
願
で
し

た
。
町
制
50
周
年
の
節
目
に
あ

た
り
今
後
も
駅
周
辺
の
整
備
と

あ
わ
せ
、
駅
が
広
域
的
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
の

町
議
会
議
長
・
参
議
院
議
員
・

県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。

　

磐
梯
町
駅
は
、
明
治
32
年
の

開
設
以
来
長
年
に
わ
た
り
地
域

住
民
や
観
光
客
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
交
通
手
段
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
鉄
道
で
町
並
み
が

東
西
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
往
来
を
確
保
す
る
通
路

が
駅
構
内
に
無
い
状
況
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
駅
利
用
者
へ

の
安
全
・
安
心
の
確
保
が
十
分

と
は
い
え
ず
、
こ
の
度
の
駅
東

西
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路
の
完
成

は
、
住
民
の
長
年
の
願
い
で
あ

り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
通
路
は
階
段
部
も

含
め
て
約
35
メ
ー
ト
ル
の
地
下

通
路
で
、
平
成
20
年
度
か
ら

３
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
国
の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
を
活
用
し

て
整
備
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
出
席
者

に
真
新
し
い
自
由
通
路
を
歩
い

て
も
ら
い
、
便
利
さ
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

磐
梯
町
駅
自
由
通
路
が
完
成
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懐かしい昔の写真や資料を大募集します
－町制施行 50 周年記念事業のお知らせ－

　磐梯町では町制施行 50周年にあたり、これまでの 50年間の記録として記念誌の発行を予定してい
ます。この節目の年に町の歴史を皆様とともに振り返りたく、磐梯町の昔の写真などその当時の時代背
景がわかる資料を広く募集します。

募集内容（磐梯町の時代背景がわかる未来に残したい写真と資料）
　•昔の写真 
　• 昔の○○はこんな場所だったというエピソードと証明できる資料
　※　磐梯町の町制施行（昭和 35年４月１日）以降のものに限ります。
結果発表
ご応募いただいた写真および資料の中から選定の上、記念誌・弘報・ホームページ等でご紹介させて
いただきます。（個別のご連絡は行いませんので、ご了承願います。）

　※ 　応募者名は原則として記念誌・弘報・ホームページ等に掲載させていただきます。応募者氏名の
掲載を希望しない場合は、応募時にその旨をお伝え願います。

応募方法
原則として郵送もしくは Eメールにてご応募下さい。ただし、磐梯町内や近隣市町村の方、特段の事
由がある方については持参による応募も受け付けます。なお、郵送・Ｅメールによる応募の場合は、
必ず下記の応募事項を記載して下さい。

応募事項
　•氏名（ふりがな） 
　• 住所 
　• 電話番号 
　• 氏名掲載の可否
　•Ｅメールアドレス （Eメール応募の場合のみ）
　•年代、場所など分かる範囲の詳細情報 
応募期間
　平成 22年６月 30日（水）まで（当日消印有効）
備考
　●郵送による応募
　　•下記応募・問い合わせ先住所までご郵送下さい。
　　※ 　郵送にてご応募いただきました写真及び資料などは返却いたします。ただし、返却の際、宛先

不明等により町役場に返送された写真及び資料などについては、この限りではありません。また、
郵便事故などにより町役場に到達しなかった、又は応募者に返送されなかった写真及び資料など
に関しては対応いたしかねますので、あらかじめご了承願います。なお、応募写真などの返却が
不要の方は、応募申込時にその旨を記入して下さい。

　　※ 　細心の注意の下、データ化を行いますが、その際に万が一汚損・破損等が発生しても責任は負
いかねますのでご了承願います。

　●Ｅメール（データ）による応募
　　•画像サイズ　1200 × 800 ピクセル以上 3000 × 2250 ピクセル以下
　　•画像フォーマット：JPEG
　　•画像は掲載の都合上、リサイズします。
　　•Ｅメール応募の際には、データサイズは１枚あたり 3MB（3000KB）以内として下さい。
　　•応募いただいたデータは返却できませんので、あらかじめご了承願います。

なお、詳細はホームページをご覧いただくか、下記応募・問い合せ先にお尋ねください。

◆応募・問い合わせ先
　〒 969-3392　福島県耶麻郡磐梯町大字磐梯字中ノ橋 1855
　磐梯町役場政策課　まちづくり情報グループ　☎ 0242-74-1221・FAX0242-73-2115　
　ホームページ :http://www1.town.bandai.fukushima.jp/
　Ｅメールアドレス :bandai50th@town.bandai.fukushima.jp
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第一小学校

幼稚園

佐藤チイさん
１００歳おめでとうございます

　４月１７日（土）、満１００歳の誕生日を迎え
られた佐藤チイさん（入倉）の賀寿贈呈式が開
かれました。
　式は、会津若松市内で行われ、町長より賀寿・
祝金が贈られました。また、県会津保健福祉事
務所萩尾副所長からは県知事賀寿と木杯、磐梯
町老人クラブ連合会吉田会長からは賀寿と記念
品がそれぞれ贈呈されました。
　式に臨まれた佐藤さんは、お孫さん、ひ孫さ
んから花束やお祝いの言葉を贈られて満面の笑
みを浮かべていました。
　佐藤さんの長寿の秘訣は好き嫌いなく何でも
食べ、適度な運動を欠かさないことだそうです。
今後益々健康に留意され、さらなるご長寿をお
祈りいたします。

暴力団排除へ猪苗代警察署と協定
 　4 月 22 日（木）、役場において町発注の公共

工事からの暴力団排除に関する協定書の締結式

が行われ、猪苗代警察署長と町長がお互いにサ

インをして協定書をとりかわしました。

　協定書は、公共工事から暴力団や暴力団関係

者を排除して建設工事などの入札・契約の適正

な執行や履行を確保するために警察署と町との

相互連携を図ることを目的としています。

交通教室
 　4 月 9日（金）、新学期がはじまったばかりの
第一小学校において交通教室が開かれました。
　猪苗代警察署や交通安全団体の協力のもと、1・
2年生は学校周辺の道路において歩行時の交通
安全について、3～ 6年生は校庭において自転
車の点検や乗り方について講習や実技指導を受
けました。この日は、6年生に対し「家庭の交
通安全推進員」の任命もあわせて行われました。
　また、4月 21日（水）には、幼稚園において
親子交通安全教室が開かれ、保護者や園児など
約 100 名が参加しました。
　田中園長がクマのぬいぐるみを使って車の怖
さをわかりやすく説明し、続いて猪苗代警察署
の森班長を講師に実際にあった交通事故の説明
やビデオ視聴など保護者への啓発とともに園児
にもわかりやすい講習を行いました。

4



（139）

なぜ　湯 殿 山 ９
　宥智湯殿参詣について考えてみ
る。
　宝暦 10.7.1 これは、出発日か、
帰着日か。普通は出発日だと思う。
湯殿参詣上天気は、常識的には、
参詣当日の天気で達成の喜びを感
じられるだろう。ひとりで？
　宝暦14.7.12湯殿参詣、同行７人、
山寺、大沼カケは、同行は、磐梯
の講中の人数であろう。問題は、「山
寺、大沼カケ」である。これはあ
とでも述べるが、行くときか帰り
のコースか。私は帰りのコースと
考える。
　山寺はご承知のように、山形県
山寺にある立石寺のことで、天台
宗の寺で有名である。大沼とは、
現山形県朝日町大沼のことで国指
定の「大沼の浮島」として名勝地
である。大小 60 個以上の浮島が
ある。修験道の時代、修験者の役
小角の発見地ともいわれ、大朝日
岳への修験参詣路に当たっている。
　大沼部落は、朝日修験の中心の
信仰部落でもあった。参詣を終え、
六十里越街道を下って山形市に出
て山寺により、途中、大沼にかけ
米沢市にもどった道であろう。
　外に、明和 3年にも同行 10 人、
また、明和７年同行古川義住と個
人名まで書いている。たぶん、村
の人であろう。享和３年 15人も湯
殿講中の人である。それにしても
この年代湯殿参詣講中が始まって
いたのである。

（文・写真　國分）

名水ペットボトルと道の駅リーフレット完成報告
　4月 30日（金）、「道の
駅ばんだい」において磐
梯町の水のペットボトル
「龍のおと清水」と「道の
駅ばんだい」のリーフレッ
トの完成が報告されまし
た。
　「地域特産品開発事業」
として会津大学短期大学

部デザイン情報コースの学生 6名にデザインを依頼したもの
で、わかりやすい地図やペットボトルのラベル・名称の考案な
ど、若い感性があふれる完成品となりました。

磐梯山ゴールドライン再開通
 　4 月 16 日（金）、冬季
間閉鎖されていた磐梯山
ゴールドラインが再開通
しました。
　ゴールドライン源橋
ゲートで行われた式典で
は、関係者によるテープ
カットやくす玉割りによ
り再開通を祝い、ゲート

に一番乗りをしたドライバーには花束や記念証、地元の特産品
などの記念品を贈呈しました。

交通教育専門員へ委嘱状交付
 　4 月 5日（月）、役場に
おいて交通教育専門員の
委嘱が行われ、町長から
日下忠直さん（大寺二区）
へ委嘱状が交付されまし
た。
　日下さんは、平成 13
年から交通教育専門員を
勤められており、今回で

４期目の委嘱となります。
　任期は、平成 25 年３月 31 日までの３年間になります。今
後とも交通安全活動への取り組みをよろしくお願いします。

消防指令車配備
 　4 月 28 日（水）、消防
指令車が更新配備され、
引渡式が行われました。
　今後も更なる業務の充
実に努めてまいりますの
で、よろしくお願いしま
す。
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みなさん「忘れっぽくなったり、足腰が弱って転びやすくなったりするのは年のせいだから仕方ない」
と思っていませんか？
『生活機能評価』とは、加齢に伴い衰えてきた心身機能『危険な老化のサイン』を年のせいと片付け
ることなく、早期に発見し介護が必要な状態となる前に予防することが目的です。
＊対象となる方
介護保険の要支援・要介護認定を受けていない 65歳以上の方

＊ステップ 1
基本チェックリスト（生活状況、運動・栄養・口腔などに関する質問表）
を使った問診により生活機能チェックが行なわれます。   
＊ステップ 2
生活機能チェックの結果、生活機能の低下が見られた方は、総合健診で生
活機能検査（血液検査・血圧・心電図・医師の診察など）を受けます。 
＊ステップ 3
医師の判定により生活機能の低下があるとされた方は、町の介護予防事業に参加され、機能訓練を
受けることをお勧めします。
      
年のせいとあきらめることなく、いつまでも生き生きと自分らしく楽しい生活が続けられるように、
まずは『生活機能評価』をうけ、危険な老化のサイン（生活機能の低下）を確認しましょう。
◆問い合わせ先　磐梯町地域包括支援センター　☎７３－３５３０

いつまでも健康で生き生きと暮らす為に
65歳を過ぎたら総合健診で『生活機能評価』を受けましょう

紫外線から身を守りましょう！
　これからの時期、注意しなければならない紫外線。紫外線について知り、対策をきちんとし、自分や
家族の身を守りましょう。

紫  外線の悪影響
・シミができる　　　
・シワが増える　　
・肌の老化を早める　
・白内障の原因になる
・皮膚がん発生率が高くなる　　
・活性酸素を発生させ健康を害する
・免疫力を低下させる　

などがあげられます。
紫外線の多い時期…5月は要注意
　 ・春先の３、4月ごろからだんだん強くなり、
　５月から 8月ごろまで多い。
　・夏に強く、冬に弱い。
　 ・１日のうちもっとも強いのは午前 10時から
午後 2時の間

紫外線対策
　・紫外線の強い時間帯の外出を避けましょう。
　　　正午前後（太陽が最も高くなるとき）が一番強い。
　・日陰を利用しましょう。
　ただし、空気中で散乱したものや、地面や建物か
ら反射した紫外線もあるので要注意。

　・日傘を使ったり、帽子をかぶりましょう。
　日傘や帽子は直射日光をさえぎってくれる。特に、
幅の広いつばのある帽子は、より大きな効果がある。

　・衣服で肌を覆いましょう。
　体を覆う部分の多い衣服の方が、首や腕、肩を紫
外線から守ってくれる。

　・サングラスをかけましょう。
　サングラスや紫外線カット眼鏡を適切に使用する
と、眼へのばく露を 90％カットすることができる。

　・日焼け止めを上手に使いましょう。
　日焼け止めは、戸外に出る前に塗り、太陽光にさ
らされやすい所（鼻の頭､ 肩､ 背中の上部など）は
念入りに塗ること。

◆問い合わせ先　磐梯町保健福祉センター　☎７３－３１０１
「紫外線環境保健マニュアル ( 環境省 )」より引用
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本
年
４
月
よ
り
当
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
、
木
村
佳
弘
と
申
し
ま

す
。

　

以
前
は
、
循
環
器
内
科
医
と

し
て
、
心
臓
疾
患
の
三
次
救
急

と
基
礎
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
専
門
性
を
追
求
す

る
ほ
ど
視
野
が
狭
く
な
る
現
実

に
愕
然
と
し
、
ま
た
、
医
療
・

研
究
と
も
、
持
続
性
・
継
続
性

が
重
要
だ
と
思
い
、
そ
の
た
め

に
、
広
い
領
域
に
対
応
で
き
る

総
合
医
を
め
ざ
し
た
い
と
、
昨

年
か
ら
公
益
社
団
法
人
地
域
医

療
振
興
協
会
の
活
動
に
参
加
さ

今
年
３
回
目
の
お
花
見
も
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

コ
ト
ー
先
生
の
よ
う
に
ど
ん

な
悩
み
・
問
題
に
も
応
え
る
に

は
残
念
な
が
ら
力
不
足
で
す

が
、一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、

対
応
で
き
る
裾
野
を
少
し
で
も

広
げ
、
ど
ん
な
患
者
様
で
も
ま

ず
診
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
少
し

で
も
状
態
を
改
善
で
き
る
道
筋

を
つ
け
ら
れ
る
医
師
を
め
ざ
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
暮
れ
て
途
遠
し
、
無
謀
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
、
と
思
い
な
が
ら
も
、
勉

強
と
研
鑽
を
重
ね
、
な
い
知
恵

と
力
を
絞
っ
て
、
僅
か
で
も
お

役
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

奥
羽
大
学
歯
学
部
附
属
病
院 

今
関　

肇

は
じ
め
ま
し
て
、
今
関　

肇

と
申
し
ま
す
。
４
月
か
ら
月
曜

日
と
木
曜
日
の
午
後
の
診
療
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

奥
羽
大
学
歯
学
部
附
属
病
院

で
は
主
に
入
れ
歯
や
被
せ
も
の

を
中
心
と
し
た
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

皆
様
が
満
足
で
き
る
よ
う
な

治
療
を
常
に
心
が
け
て
い
く
と

共
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
て
、
憩
い
の
場
と

も
な
り
え
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

奥
羽
大
学
歯
学
部
附
属
病
院 

梅
里　

朋
大

４
月
か
ら
火
曜
日
と
金
曜
日

の
午
後
の
診
療
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
梅
里　

朋
大

で
す
。
大
学
で
は
主
に
歯
の
神

経
や
根
っ
こ
の
治
療
を
専
門
に

行
っ
て
い
ま
す
。

磐
梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
少

し
で
も
健
康
な
お
口
の
状
態
で

い
ら
れ
る
様
に
、
治
療
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ど

ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
お
口
の
中
で
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

歯
科
医
師
紹
介

４
月
か
ら
奥
羽
大
学
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
歯
科
医
師
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
南
伊
豆
に
あ
る
共

立
湊
病
院
で
、
一
般
内
科
の
日

常
臨
床
と
二
次
救
急
を
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
継
続

的
な
医
療
を
一
番
実
践
し
て
い

る
の
は
地
域
の
診
療
所
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
診
療
所

で
の
医
療
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

今
回
、
当
セ
ン
タ
ー
の
医
療
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

す
で
に
桜
が
２
回
満
開
に

な
っ
て
散
っ
て
し
ま
っ
た
南
伊

豆
か
ら
こ
ち
ら
へ
転
勤
し
て
き

た
ら
大
雪
で
し
た
の
で
戸
惑
っ

て
お
り
ま
す
が
、
雪
景
色
は
き

れ
い
で
す
し
、
高
原
の
リ
ゾ
ー

ト
地
で
も
あ
り
、
歴
史
と
風
格

あ
る
町
の
佇
ま
い
に
加
え
、
食

事
と
お
酒
が
お
い
し
い
こ
と
に

感
激
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

磐
梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー

木
村　

佳
弘
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いつも行っている洗顔をイメージ中…早い人も遅い人も…。

長い上り坂の上にある保科正之公の墓前で記念撮影です。

土津神社の由来を聞いています。

町民体育館で記念撮影を行いました。一年間元気で楽しく講座に参加していきます。

開講式です。皆真剣に聞き入っています。

〔
磐
梯
大
学
開
講
式
〕

　

４
月
22
日(

木)

、
町
中
央

公
民
館
講
堂
に
お
い
て
磐
梯
大

学
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
磐
梯
大
学
に
は
95

名
の
登
録
が
あ
り
、
開
講
式
に

は
73
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

年
間
学
習
計
画
の
説
明
や
運
営

委
員
、
地
区
委
員
の
選
出
な
ど

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
体
育

館
に
移
動
し
、
参
加
者
全
員
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

〔
女
性
カ
レ
ッ
ジ
〕

　

４
月
22
日
（
木
）、
町
中
央

公
民
館
和
室
に
お
い
て
女
性
カ

レ
ッ
ジ
開
講
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
女
性
カ
レ
ッ
ジ
に

は
33
名
の
登
録
が
あ
り
、
開
講

式
に
は
13
名
が
出
席
し
、
年
間

学
習
計
画
の
説
明
や
協
力
員
の

選
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
よ
り
き
れ
い
に
な

る
洗
顔
」
を
テ
ー
マ
に
赤
枝
の

梶
内
佐
智
先
生
に
洗
顔
や
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
ば
ん
だ
い
っ
子ク

ラ
ブ
〕

　

４
月
24
日(

土)

、
16
名
の

参
加
の
も
と
「
花
見
・
歴
史
散

策
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

恵
日
寺
住
職
の
伊
藤
泰
雄
先

生
と
一
緒
に
猪
苗
代
町
の
土
津

神
社
や
恵
日
寺
を
見
学
し
ま
し

た
。＜６月の予定＞

６日 ( 日 )　  おおるりンピック前期大会

16～ 17日  磐梯大学館外研修 

19 日 ( 土 )　  女性カレッジ

26日 ( 土 )　  町民ゴルフ大会

毎週水曜日　　私の手仕事講座

 　　　「竹と遊ぼう」

９日 ,11 日 ,14 日 ,16 日 ,18 日 ,21 日

 　　　町民ゴルフ講習会

１~４日 , ８~11 日 ,14~18 日 ,

21~25 日 ,29~30 日

　　　　　　　パソコン教室
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お 知 ら せ

労働保険年度更新のお知らせ
－　事業主の皆さんへ　－

　平成 22年度の労働保険の年度更新を行ってい
ただく時期となりました。
　6月はじめに福島労働局から送付される申告書
と記入要領をよくお読みいただいて

7 月 12日までに
最寄の銀行、郵便局、労働基準監督署、福島労働
局において手続きを行っていただきますようお願
いします。

「テクノセミナー 2010」のご案内
－　技術・技能講習についてのお知らせ　－

　テクノアカデミー会津（旧　県立会津高等技術専門学校）では、皆様の職業能力向上を目的に次の日
程で「テクノセミナー 2010」を開催します。
　受講を希望する方は、下記のお問い合わせ先にご連絡ください。
・コース名　
　接客マナー
・講習内容　
観光・旅館業等における接客サービスの基本、
接客マナーとサービス技術の実践的な知識と
技術を習得します。

・実施予定日
6 月７日（月）・8日（火）・10日（木）・15日（火）・
16日（水）

・講習時間　
　10:30 ～ 14:40
・会場
　会津若松市内
・定員
　15名
・受講料
　4,700 円
・申し込み締め切り
　平成 22年５月 28日（金）

・コース名　
　パソコンワープロ基礎
・講習内容　
文書作成ソフトMS-Word を使用し、パソコン
の基本操作及び基本的な文書作成、編集、印
刷などの知識、技術を習得します。

・実施予定日
6 月 21 日（月）・22 日（火）・24 日（木）・
25日（金）

・講習時間　
　13:30 ～ 17:30
・会場
　本校３階パソコン室
・定員
　16名
・受講料、テキスト代等
　3,900 円（受講料）、2,100 円（テキスト代等）
・申し込み締め切り
　平成 22年６月 11日（金）

◆問い合わせ先　
　福島県立テクノアカデミー会津　テクノセミナー担当　
　☎ 0241-27-3221・FAX0241-27-3312　HP:http://www.tc-aizu.ac.jp

◆問い合わせ先
　福島労働局　総務部　☎ 024-536-4607　

消防署からのお知らせ
平成２２年６月６日から６月１２日は

危険物安全週間です。
　「危険物　事故は瞬間　無
事故は習慣」を推進標語に、
各家庭・事業所などにおける
事故防止体制の確立を図るた
め、６月の第２週を「危険物
安全週間」として全国的に推
進しています。
　危険物を取り扱う場合には次のことに注意しま
しょう！！！

・貯蔵、取扱の場所では火気を使用しない。
・周囲の整理整頓を行う。
・貯蔵容器等の転倒・転落防止を行う。
・漏れ・あふれ・飛散しないようにする。

◆問い合わせ先
　猪苗代消防署磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

総務省からのお知らせ

　６月１日から 10 日までは、「電波利用環境保
護周知啓発強化期間」です。クリーンな電波環境
がＩＣＴ社会を支えます。電波はみんなのものだ
からルールを守って正しく使いましょう。
　電波の混信・妨害の問い合わせは下記までお願
いします。

◆問い合わせ先
　総務省東北総合通信局　☎ 022-221-0641　
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給水・排水設備の
修理・工事の依頼は、
町指定工事店へ！

商 号 名 称 営業所所在地 電 話 番 号
1 加藤住設 磐梯町 0242-73-3333
2 東邦工業 株式会社 会津若松市 0242-22-0797
3 河東水道工務店 会津若松市 0242-75-5141
4 株式会社　アクーズ会津（旧若松ガス） 会津若松市 0242-28-4111
5 うしごめ電化設備 喜多方市 0241-22-0115
6 有限会社 金野工業 会津若松市 0242-58-3464
7 東協設備 株式会社 会津若松市 0242-24-8904
8 株式会社 東北エンタープライズ 郡山市 024-933-2555
9 有限会社 マルシン設備 会津若松市 0242-24-7003
10 有限会社 物江工業所 喜多方市 0241-24-4846
11 株式会社 ムラオカプラミング 会津若松市 0242-24-3011
12 有限会社 東伸工業所 会津若松市 0242-75-3857
13 会津ガス 株式会社 会津若松市 0242-29-1111
14 有限会社 五十嵐設備工業 北塩原村 0241-24-4188
15 有限会社 会陽設備工業所 会津若松市 0242-24-6066
16 有限会社 三浦設備 会津若松市 0242-22-3536
17 有限会社 黒田配管工業所 会津若松市 0242-27-0289
18 有限会社 あいづリフォームサービス 会津坂下町 0242-83-2693
19 有限会社 村岡設備 喜多方市 0241-24-4370
20 八ッ橋設備 株式会社 会津若松市 0242-27-3925
21 設備工業鈴祥 喜多方市 0241-27-8772
22 大沼設備工業所 会津美里町 0242-54-4874
23 有限会社 伊藤工業所 会津若松市 0242-27-0782
24 有限会社 山昌工業 会津若松市 0242-54-4704
25 有限会社 竹村設備 喜多方市 0241-22-0759
26 有限会社 笠間設備工業 猪苗代町 0242-62-2883
27 有限会社 美登屋設備工業 会津坂下町 0242-83-3401
28 有限会社 葵設備工業 会津若松市 0242-32-3736
29 文化設備工業 株式会社 会津若松市 0242-26-8082
30 有限会社 富岡商店 会津若松市 0242-22-5775
31 太平建設 株式会社 会津若松市 0242-22-5225
32 宇南山設備 猪苗代町 0242-65-2265
33 有限会社 永山設備工業所 会津坂下町 0242-83-4621
34 金子工業 株式会社 猪苗代町 0242-64-2151
35 有限会社 アクア工業 会津若松市 0242-58-2950
36 有限会社 高橋プラマー 下郷町 0241-68-2620
37 株式会社 ダイゴ 喜多方市 0241-22-0863
38 渡部設備 株式会社 会津若松市 0242-22-1895
39 大建工業 有限会社 喜多方市 0241-22-9286
40 会津鋼管工事 株式会社 会津美里町 0242-54-5154
41 有限会社 笠間設備 会津若松市 0242-24-3010
42 有限会社 猪苗代工務店 猪苗代町 0242-62-4645
43 株式会社 興栄設備 会津若松市 0242-25-4121
44 有限会社 佐藤鐵工所 喜多方市 0241-22-0666
45 伊藤設備工業 会津若松市 0242-58-3671
46 有限会社 会北電キ 喜多方市 0241-22-4137
47 有限会社 会南設備 喜多方市 0241-24-4846
48 青木設備 会津坂下町 0242-83-1089
49 五十嵐建築設備 会津若松市 0242-26-0582
50 横山設備工業 会津美里町 0242-78-2745
51 有限会社 会津燃料 猪苗代町 0242-62-3229
52 有限会社 ライフライン 北塩原村 0241-33-2374
53 渡部住設 会津若松市 0242-24-4387
54 有限会社 永峯設備 会津若松市 0242-24-7324
55 有限会社 セイシン企画 会津若松市 0242-24-7325
56 有限会社 星設備工業所 喜多方市 0241-28-1135
57 有限会社　丸栄産業 会津若松市 0242-28-4330
58 株式会社　山　達 会津若松市 0242-22-8123
59 有限会社　ユアサ工業 喜多方市 0241-28-1576
60 東和設備 会津若松市 0242-75-3604
61 有限会社 カザマ設備 会津若松市 0242-27-6181
62 アイヅプロパン 株式会社 喜多方市 0241-24-2244
63 株式会社　新興建設 猪苗代町 0242-63-0337
64 株式会社　高橋建設 喜多方市 0241-22-6095
65 有限会社　長島住設工業 喜多方市 0241-22-0228
66 有限会社　信和創建 三春町 0247-62-8151
67 有限会社　鈴木設備 猪苗代町 0242-62-3520
68 織田工業　株式会社 郡山市 024-921-8158
69 有限会社 川嶋厨房設備 会津美里町 0242-54-5601
70 株式会社 篠竹工務店 会津若松市 0242-22-9204
71 有限会社　大実水道設備工業 喜多方市 0241-22-1963
72 株式会社　クラシアン　福島支社 郡山市 024-925-3911
73 宍戸設備工業 会津若松市 0242-29-4616
74 有限会社　渡部住宅設備機器 猪苗代町 0242-66-2868
75 グロリアガス㈱東北支社ガスワーク事業部 会津若松市 0242-32-3211
76 広洋設備株式会社 須賀川市 0248-76-5370
77 有限会社ナリタエンタープライズ 会津坂下町 0242-83-2009
78 株式会社長栄工業所 磐梯町 0242-73-2208.
79 有限会社安達水道工業所 会津若松市 0242-27-6188
80 東條設備　 喜多方市 090-8920-5623
81 水ワークス 会津若松市 0242-93-7677
82 有限会社大和テクノ 郡山市 024-923-6875
83 成澤住設工業 会津若松市 0242-27-1274
84 株式会社セントラル設備 会津若松市 0242-27-3986
85 ㈲遠藤設備工業所 郡山市 024-958-3245

商 号 名 称 営業所所在地 電 話 番 号
1 有限会社 黒田配管工業所 会津若松市 0242-27-0289
2 有限会社 笠間設備工業 猪苗代町 0242-62-2883
3 八ッ橋設備 株式会社 会津若松市 0242-27-3925
4 加藤住設 加藤　正 磐梯町 0242-73-3333
5 有限会社 あいづリフォームサービス 会津坂下町 0242-83-2693
6 東邦工業 株式会社 会津若松市 0242-75-3040
7 有限会社 山昌工業 会津美里町 0242-54-4704
8 大建工業 有限会社 喜多方市 0241-22-9286
9 河東水道工務店　小林　智典 会津若松市 0242-75-5141
10 株式会社 アクーズ会津 会津若松市 0242-28-4111
11 有限会社 金野工業 会津若松市 0242-58-3464
12 有限会社 富岡商店 会津若松市 0242-22-5775
13 有限会社 マルシン設備 会津若松市 0242-24-7003
14 株式会社 長栄工業所 磐梯町 0242-73-2208
15 金子工業 株式会社 猪苗代町 0242-64-2151
16 有限会社 高橋プラマー 下郷町 0241-68-2620
17 有限会社 アクア工業 会津若松市 0242-58-2950
18 会津ガス 株式会社 会津若松市 0242-29-1111
19 有限会社 三浦設備 会津若松市 0242-22-3536
20 吉田建設工業所　吉田　隆司 磐梯町 0242-73-2336
21 宇南山設備　宇南山　武夫 猪苗代町 0242-65-2265
22 有限会社 葵設備工業 会津若松市 0242-32-3736
23 伊藤設備工業　伊藤　守夫 会津若松市 0242-58-3671
24 有限会社 笠間設備 会津若松市 0242-24-3010
25 文化設備工業 株式会社 会津支店 会津若松市 0242-26-8082
26 株式会社 ムラオカプラミング 会津若松市 0242-27-3011
27 有限会社 猪苗代工務店 猪苗代町 0242-62-4645
28 株式会社 興栄設備 会津若松市 0242-25-4121
29 東協設備 株式会社 会津若松市 0242-24-8904
30 有限会社 会南設備 会津若松市 0242-26-4835
31 青木設備　青木　浩 会津坂下町 0242-83-1089
32 有限会社 会陽設備工業所 会津若松市 0242-24-6066
33 有限会社 会津燃料 猪苗代町 0242-62-3229
34 有限会社 物江工業所 喜多方市 0241-24-4846
35 有限会社 星設備工業所 喜多方市 0241-28-1135
36 会津鋼管工事 株式会社 会津美里町 0242-54-5154
37 有限会社 ユアサ工業 喜多方市 0241-28-1575
38 有限会社 カザマ設備 会津若松市 0242-27-6181
39 アイヅプロパン 株式会社 喜多方市 0241-24-2244
40 株式会社 高橋建設 喜多方市 0241-22-6095
41 有限会社 長島住設工業 喜多方市 0241-22-0228
42 有限会社 鈴木設備 猪苗代町 0242-62-3520
43 株式会社 ダイゴ 喜多方市 0241-22-0863
44 有限会社 川嶋厨房設備 会津美里町 0242-54-5601
45 株式会社 篠竹工務店 会津若松市 0242-22-9204
46 有限会社　大実水道設備工業 喜多方市 0241-22-1963
47 宍戸設備工業　宍戸　稔 会津若松市 0242-29-4616
48 有限会社　渡部住宅設備機器 猪苗代町 0242-66-2868
49 広洋設備　株式会社 須賀川市 0248-76-5370
50 有限会社　ナリタエンタープライズ 会津坂下町 0242-83-2009
51 有限会社　竹村設備 喜多方市 0241-22-0759
52 有限会社　安達水道工業所 会津若松市 0242-27-6188
53 東條設備 喜多方市 0241-22-4847
54 有限会社　うしごめ電化設備 喜多方市 0241-27-5895
55 水ワークス 会津若松市 0242-93-7677
56 有限会社　大和テクノ 郡山市 024-923-6875
57 成澤住設工業 会津若松市 0242-27-1274
58 有限会社　高原設備工業 郡山市 024-954-2617
59 株式会社　セントラル設備 会津若松市 0242-27-3986
60 有限会社　遠藤設備工業所 郡山市 024-958-3245

水道・下水道町指定工事店のお知らせ
・水道工事
給水装置の改造・新設・修理等をおこなう場合は、専門の
技術を有する指定店で、おこなってください。なお、指定
工事店は下記のとおりです。

磐梯町給水装置工事指定店一覧表

・下水道工事
下水道が使えるようになった区域では、家庭などからの汚
れた水は下水道へ流さなければなりません。その排水設備
工事のできる指定工事店は下記のとおりです。

磐梯町排水設備工事指定店一覧表
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自動車税は、県民の皆様の福祉の増進及び教育
などのために使われている大切な税金です。定め
られた納期限（平成 22 年度は 5 月 31 日（月）
となります）までに忘れずに納めていただきます
ようお願いします。
なお、コンビニエンスストアでも納付ができま
すのでご利用ください。（ただし、納期限後はご
利用できない場合がありますので、納期限までに
納付してください。）
また、自動車税を納めたときの領収証書には、
継続検査（車検）用の納税証明書が付いています。
車検のときに必要となりますので、車検証と一緒
に大切に保管しておいてください。
さらに、身体障がい者手帳、戦傷病者手帳、療
育手帳等を持っている方のために使用される自動
車で一定の要件に該当するものは、申請により自
動車税が減免されます。
減免の申請は納期限までと定められていますの
で、5月 31 日（月）までに申請を済まされるよ
うお願いします。納期限後に申請された場合は、
申請の翌月以降から月割減免となりますのでご注
意ください。年度途中で減免の要件に該当した場
合には、申請の翌月以降から月割減免となります。
減免の範囲、申請手続などの詳細については、
以下にお尋ねください。
◆問い合わせ先
　会津地方振興局県税部課税第二課
　☎ 0242-29-5261・5264

自動車税のお知らせ

○お誕生おめでとうございます。
 氏 名　 性別 保護者名 行政区
4/ 4 吉 田 和

か ず あ き

晃　 男 弘樹 大 寺 五 区
4/15 鈴 木 心

こ は る

晴　 女 和也 下 西 連
4/18 古 川 栄

は る ひ と

仁　 男 嘉仁 大 曲  
4/19   田 中 心

こ は る

晴　 女 智史 入 倉

おめでたおめでた
●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢
4/10 岡 崎 利 高　 大 寺 一 区 61歳
4/12 薄 井 善 進　本 寺 60歳
4/21 穴 澤 惠 子　 大 寺 一 区 70歳

おくやみおくやみ

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 22年 4月末現在）

５月 31 日（月）

国民健康保険税（第 1期）

お忘れなく！

お 知 ら せ
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再生紙を使用しています。

季節外れの積雪季節外れの積雪
みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

川　

柳
（
川
柳
ば
ん
だ
い
友
の
会
）

◇　

今
も
な
お
色
香
た
だ
よ
う
姥
桜 

大
竹　

忠
明

◇　

百
円
で
買
え
る
私
の
自
尊
心 

国
分　

弘

◇　

泥
酔
の
夫
に
仮
寝
は
腕
枕 

田
中
扶
美
子

◇　

僻
地
ま
で
税
金
だ
け
は
追
っ
て
く
る 

髙
橋　

定
孝

◇　

小
気
味
よ
く
仕
分
け
が
し
た
い
年
金
で 

芳
賀　

奎
子

◇　

神
様
は
お
釣
り
を
く
れ
た
こ
と
が
な
い 

佐
藤　

哲
夫

短　
　

歌

◇　

海
を
越
え
介
護
の
熱
き

 

心
に
は

 

國
を
越
え
て
の
絆
生
ま
れ
ん 

國
分　

圭
子  

◇　

西
行
の
心
と
な
り
て

 

拝
ろ
が
み
ぬ

 

窓
に
輝
く
き
さ
ら
ぎ
の
月 

加
藤　

澄
江

　4月 17 日（土）、季節外れの積雪の朝を迎えま

した。

　昨年の同じ時期には、桜が満開であったことを

考えると、いかにこの雪が季節外れかということ

がわかります。積雪も大寺地内でも人の膝丈程度

まで積もり、多くの人が想定外の除雪作業に追わ

れていました。

　福島県内に 4月の中旬にまとまった雪が降るの

は昭和 59 年にあったとのことなので、26 年ぶり

になるそうです。また、この日は東京でも降雪が

確認され、こちらは 41 年ぶりで過去最も遅い降

雪記録と並んだとのことです。　
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季節外れの降雪に除雪車も出動しました。（大寺六区地内）


